
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水平方向に延びる耕耘ロータリと、この耕耘ロータリの後方に設けられ、耕耘ロータリ
により耕耘された土壌を畝に成形する対をなす畝成形板とを備
　前記耕耘ロータリのロータリ軸に、一対の 畝成形 対応して一対の円盤を装着し
、この一対の円盤間に、肥料や農薬が繰り出される排出管を臨ませ

ことを特徴
とする畝内帯状攪拌施用機。
【請求項２】
　前記円盤の直径を、耕耘ロータリの回転外周の径 したことを特徴とする請求
項 の畝内帯状攪拌施用機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、畝を立てて栽培する作物の根域に、肥料または農薬を集中して施用し、肥料ま
たは農薬と土壌を攪拌して、肥料または農薬が無駄なく活用されるようにした畝内帯状攪
拌施用機に関する。
【０００２】
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え、
前記 板に

、前記一対の円盤間に
、耕耘ロータリの耕耘爪を介在させ、円盤間に排出された肥料や農薬を土壌と攪拌し、
　前記一対の円盤間に形成される攪拌領域が前記一対の畝成形板間に形成される畝高さを
有する畝の畝幅中央になるように、前記畝形成板に対して前記円盤を配置した

より大きく
１記載



【従来の技術】
従来、水平方向に延びる耕耘ロータリと、この耕耘ロータリの後方に設けられ、耕耘ロー
タリにより耕耘された土壌を畝に成形する対をなす畝成形板とを備えた畝立て装置が周知
である。この畝立て装置を用いて図７に示すように、畝１９を立てて栽培する作物１８へ
の基肥や土壌殺菌剤等の農薬を施用するときは、圃場を耕耘する前に地表全面にばら播い
て、その後、耕耘ロータリで耕耘し、畝立てを行っているため、肥料や農薬の攪拌域２０
は畝１９の全体に分散している。
【０００３】
このような施用法では、施用する肥料や農薬は畝全体に分散しているため、作物１８の根
圏１８ａにあるもののみが利用され、それ以外に分布する肥料や農薬は利用されなかった
り、雨で流出したりするため、肥料や農薬の効果は必ずしも高くない。これにより肥料や
農薬の施用コストの増大や地下水及び河川、湖沼の汚染等、環境問題の原因となっている
。
【０００４】
このため、作物の根圏に集中して肥料や農薬を施用することにより、肥料や農薬の効果を
高めるとともに使用量を削減するための機械が求められている。このような目的を持つ施
肥機として、肥料を土中の局所に施用する各種の技術が開示されている（例えば、特許文
献１～８参照）。これら先行技術のものでは、肥料を土中の局所に施用するのみであり、
野菜作では初期生育が遅れる、という問題があった。
【０００５】
また、平地に肥料を攪拌しながら施用する装置についての先行技術もある（例えば、特許
文献９～１０参照）。これら先行技術に記載された技術では、平地に肥料を攪拌しながら
施用するのみであり、その攪拌深さは一定であって、畝の中、即ち、作物の根圏に施用す
ることはできない、という問題があった。
上記いずれの先行技術においても、肥料の施用のみであり、土壌殺菌剤等の農薬の攪拌施
用には触れられていない。
【０００６】
【特許文献１】
特開平５－１５２２０号公報
【特許文献２】
特開平５－８４００６号号公報
【特許文献３】
特開平４－３５６１２０号公報
【特許文献４】
特開２００１－６９８１４号公報
【特許文献５】
特公昭３６－２３６６５号公報
【特許文献６】
特開平１１－２８００８号公報
【特許文献７】
特開２００１－３５２８０４号公報
【特許文献８】
特開平９－２０５８１１号公報
【特許文献９】
特開平５－３０４８０１号公報
【特許文献１０】
実開平６－１３４０４号公報
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
このため、構造が簡単で、粒状肥料や粉状の土壌殺菌剤等の農薬を畝の中へ集中的に施用
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し、帯状に攪拌して肥料や農薬を作物に対して効果的に利用できる帯状攪拌施用機が求め
られている。本発明はこのような課題を解決することを目的になされたものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するために本発明は、周知の畝立て機のロータリ軸に左右一対の円盤を
取付け、この円盤間に肥料や農薬を散布し、円盤間において耕耘爪により攪拌し、その後
、畝立て成形板により畝を立てることにより、簡単な構造でありながら、粒状肥料や粉状
農薬を畝の中へ、帯状に攪拌施用を行うことができる装置を開発する。
【０００９】

【００１０】
【作用】
上記の構成により本発明の畝内帯状攪拌施用機は、以下の作用をする。
ａ．耕耘ロータリのロータリ軸に、一対の畝成形板の間隔に対応して一対の円盤を装着し
、この一対の円盤間に、肥料や農薬が繰り出される排出管を臨ませることで、円盤間に排
出管を介して繰り出された肥料や農薬を、円盤間において帯状に攪拌し、その後方におい
て一対の畝成形板により畝を形成する。
ｂ．一対の円盤間に、耕耘ロータリの耕耘爪を介在させ、円盤間に排出された肥料や農薬
を土壌と攪拌することで、円盤間にすじ状に排出された肥料や農薬を耕耘爪により円盤間
で帯状に攪拌し、土壌と混合させる。
ｃ．円盤の直径を、耕耘ロータリの回転外周の径よりやや大きくすることで、円盤間に排
出された肥料や農薬を耕耘爪により円盤間で帯状に攪拌して土壌と混合させる際、肥料や
農薬が円盤の外側の土壌に混ざることがない。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を添付の図面を参照して具体的に説明する。
図１及び図２において、符号１は従来周知の畝立て機が備えているロータリ耕耘装置と同
様の水平方向に延びる耕耘ロータリで、この耕耘ロータリ１は、ヒッチ部２を介して乗用
管理機（トラクタ）３に昇降可能に装着される。該耕耘ロータリ１にはロータリ軸４が回
転自在に横架されており、このロータリ軸４の外周に、多数の耕耘爪５が放射状に、かつ
長さ方向に所定の配列で突設されている。
【００１２】
前記ヒッチ部２にはトランスミッション６が設けられ、このトランスミッション６から入
力軸が前方に向け回転自在に突設され、この入力軸に、乗用管理機３のＰＴＯ軸からユニ
バーサルジョイント、プロペラシャフトを介し動力が伝達される。トランスミッション６
内で変速された動力は、チェーンケース７内のチェーン伝動系を介してロータリ軸４に伝
達され、ロータリ軸４を所定方向に回転させて耕耘爪５により圃場の土壌を耕耘する。
【００１３】
耕耘ロータリ１の主枠８には連結フレーム９が固着されており、該連結フレーム９には、
支柱１０が下向きに固定され、この支柱１０の下端に、耕耘ロータリ１により耕耘された
土壌を後方から畝立てする畝成形板１１が固着されている。この畝成形板１１は左右一対
のものからなり、畝立て高さの調節は支柱１０を上下して行うために、連結フレーム９と
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　本発明の特徴は、以下の通りである。一つには、水平方向に延びる耕耘ロータリと、こ
の耕耘ロータリの後方に設けられ、耕耘ロータリにより耕耘された土壌を畝に成形する対
をなす畝成形板とを備え、前記耕耘ロータリのロータリ軸に、一対の前記畝成形板に対応
して一対の円盤を装着し、この一対の円盤間に、肥料や農薬が繰り出される排出管を臨ま
せ、前記一対の円盤間に、耕耘ロータリの耕耘爪を介在させ、円盤間に排出された肥料や
農薬を土壌と攪拌し、前記一対の円盤間に形成される攪拌領域が前記一対の畝成形板間に
形成される畝高さを有する畝の畝幅中央になるように、前記畝形成板に対して前記円盤を
配置したことを特徴とする。また一つには、前述した特徴に加えて、前記円盤の直径を、
耕耘ロータリの回転外周の径より大きくしたことを特徴とする。



支柱１０とをボルト等によって固定し、その締め付け解除、締め付けにより、容易に位置
が変えられる構造になっている。
【００１４】
前記耕耘ロータリ１の主枠８の左右に位置してホッパ支柱１２が立設され、このホッパ支
柱１２の上端部に、粒状や粉状の肥料または農薬を収容するホッパ１３が取付けられてい
る。このホッパ１３の下端部には、モータにより駆動される繰り出し部１４が設けられて
いる。該繰り出し部１４には、排出管であるホース１５の上端が連通接続され、繰り出さ
れた肥料や農薬は自重によりホース１５内を通って落下し、散布口１６へ導かれる。この
散布口１６から土壌に排出される肥料や農薬は、管理機３が前進することによって圃場面
に順次すじ状に散布される。
【００１５】
一方、ロータリ軸４には、左右一対の円盤１７，１７が所定の間隔をあけて左右対称に２
組固設されている。これら円盤１７，１７間には、前記ホース１５の散布口１６を臨ませ
ており、また、耕耘ロータリ１の耕耘爪５を介在させており、円盤１７，１７間に排出さ
れた肥料や農薬を円盤１７，１７内において土壌と攪拌するようにしている。該円盤１７
の直径は、耕耘ロータリ１の回転外周の径Ｒよりやや大きくなるように設定されている。
円盤１７，１７の間隔調節は、ロータリ軸４に対する取付け位置を軸方向に移動させて行
うが、このため円盤１７とロータリ軸４とはボルト等によって固定され、容易に間隔調節
が行えるようにしている。円盤１７，１７の後方には、前記左右一対の畝成形板１１，１
１が配設されている。本発明の畝内帯状攪拌施用機は、以上のように構成されている。
【００１６】
そして、乗用管理機３が前進走行することによって、一対の円盤１７，１７間に散布口１
６からすじ状に散布された肥料または農薬は、円盤１７，１７間において耕耘爪５によっ
て攪拌される。その後、図３に示すように。円盤１７，１７後方の、必要な畝幅、畝高さ
に調整された畝成形板１１，１１により畝１９が成形される。土壌と攪拌された肥料また
は農薬は、肥料・農薬攪拌域２０として畝１９の中央にくるよう畝立てが行われる。この
肥料・農薬攪拌域２０に作物１８が栽培され、その根圏１８ａから肥料が吸収され、また
、農薬が作物の根圏１８ａに作用する。
【００１７】
本発明による畝内帯状攪拌施用機を試作して乗用管理機３に装着し、畑地において施肥ま
たは施薬同時畝立て作業を行ったところ、畝１９の中の任意な深さで幅１５ｍｍから３０
ｍｍの帯状に施肥または施薬ができ、肥料・農薬攪拌域２０が形成されることが確認され
、目的（肥料・農薬攪拌域２０）以外の土壌中への肥料や農薬の分散はほとんど見られな
かった。
【００１８】
本発明の畝内帯状攪拌施用機を用いて肥料局所施用を行い、夏作キャベツを栽培したとき
の収量（効果）のグラフを図４に、また、夏作ハクサイを栽培したときの収量（効果）を
図５に示す。さらに、本発明の畝内帯状攪拌施用機を用いて農薬（ネビジン）局所施用を
行いキャベツを栽培したときの効果のグラフ図６に示す。
【００１９】
従来の畝１９全体に肥料を攪拌施用する施肥法（図７参照）と本発明による畝内帯状攪拌
施肥法（図３参照）の２つの施肥法によりキャベツ及びハクサイを栽培したところ、両施
肥法ともに標準的な施肥量であれば畝内条施肥の方が統計的に明らかに収量が多くなった
（図４及び図５参照）。畝内帯状攪拌施肥であれば標準的な施肥量より５０％肥料を少な
くしても従来の施肥法で標準的な施肥量を与えた場合と収量に統計的な差はなかった。
【００２０】
また、従来の畝１９全体に土壌殺菌剤を攪拌施用する施薬法と本発明による畝内帯状攪拌
施薬法の２つの施薬法によりキャベツを栽培したところ、両施薬法ともに規定された基準
の濃度の施薬量であれば、土壌病害に対する効果の差はなかった（図６参照）。本発明に
よる畝内帯状攪拌施薬法よると帯状に攪拌施薬する範囲は小さいので、圃場全体の農薬使
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用量は１／３～１／４に削減されることが判明した。なお、上記実施例では、畝１９に対
して１条の肥料・農薬攪拌域２０を形成しただけであるが、これを畝１９に対して複数条
の肥料・農薬攪拌域２０を形成するようにしても良いものである。
【００２１】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明の畝内帯状攪拌施用機は、請求項１～３に記載の構成を有す
るので、少ない肥料を有効に作物に吸収させることができる。また、少ない農薬で土壌病
害を抑えることができる。これにより、肥料コストまたは農薬コストを削減することがで
き、肥料の流亡が少なく、農薬使用量を抑えた環境保全型の農業を実現することができる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による畝内帯状攪拌施用機の側面図である。
【図２】同背面図である。
【図３】本発明の畝内帯状攪拌施用法による畝断面の肥料・農薬の分布状態を示す斜視図
である。
【図４】本発明の畝内帯状攪拌施用機を用いて肥料局所施用を行い夏作キャベツを栽培し
たときの収量（効果）を示すグラフである。
【図５】本発明の畝内帯状攪拌施用機を用いて肥料局所施用を行い夏作ハクサイを栽培し
たときの収量（効果）を示すグラフである。
【図６】本発明の畝内帯状攪拌施用機を用いて農薬（ネビジン）局所施用を行いキャベツ
を栽培したときの効果を示すグラフである。
【図７】従来の施肥・施薬法による畝断面の肥料・農薬の分布状態を示す斜視図である。
【符号の説明】
１　耕耘ロータリ　Ｒ　耕耘ロータリの回転外周の径
２　ヒッチ部
３　乗用管理機（トラクタ）
４　ロータリ軸
５　耕耘爪
６　トランスミッション
７　チェーンケース
８　主枠
９　連結フレーム
１０　支柱
１１　畝成形板
１２　ホッパ支柱
１３　ホッパ
１４　繰り出し部
１５　ホース（排出管）
１６　散布口
１７　円盤
１８　作物　１８ａ　作物の根圏
１９　畝
２０　肥料・農薬攪拌域
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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